
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

BOAT TIMES の配信停止を希望される方は、お手数ですが FAX(077-598-2505) または E-mail(kuwano@k-boat.co.jp)で弊社まで

ご連絡下さい。また、ご意見・ご感想などもお待ちしております。次号は 10/20発行予定です。 

●お知らせ 
◇CROKER 社の Darren氏、来日予定 

 9/28（月）～9/30（水）の期間、CROKER 社から Darren氏が来日されます。 

 わかやま国体での弊社ブースにお越し頂く予定ですので、製品等について直接お話を伺う事が出来ます。是非お越し下さい。 

◇出店情報 

・全日本新人選手権：10/16（金）～10/18（日）開催期間中 

※パーツ販売の他に、艇のメンテナンス及び CROKER オールの角度調整も行います。大会とは関係の無い艇も修理承りますので、

お気軽にご用命下さい。 

※事前にパーツのご発注や修理依頼をご連絡頂けますと、より円滑な対応が可能です。特にシューズ等の大きいパーツは、持ち込

み数が少なくなりますので予めお問い合わせ下さい。 

◇ご来社の際のカーナビ情報について 

弊社が新社屋・工場に移転して１年余り立ちますが、カーナビによっては、会社名検索では旧工場だったり、新住所が認識でき

ない場合もあります。弊社ウェブサイト等で工場位置をご確認願います。座標はＮ３５度０８分１７秒、Ｅ１３５度５３分２１

秒、マップコードは６１６１８２０９１＊０６です。（工場見学のご希望の際は，事前にご連絡をお願いします．） 

〒520-0357 大津市山百合の丘１０-１  TEL：077-598-8090 FAX：077-598-2505 
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夏の暑さが話題になったと思っていたら次には記録的な大雨、そして急に秋がやってきた様です。さわやかな日々、是非ロウイ

ングを楽しみましょう！ 桑野では現在，わかやま国体（琵琶湖漕艇場）に向け、メンテナンスなど最後の準備をしております。

大会会場から比較的近いので、ぜひ工場にもお越しください！（ただし期間中は特に混雑も予想されますので、事前にご希望時

刻、人数等をご連絡ください。なお、９月２７日（日）は、工場の方は休ませて頂きます。 

●全日本選手権大会で桑野Ａ１艇使用クルーが優勝!! 
Ａ１艇は桑野の生産艇の中でも最高グレードの艇で、過去にもＡ１ Special（１

×）が０６年、０７年に全日本選手権で優勝しております。そしてこの度の全

日本選手権でも、女子舵手無クォドルプル種目で、Ａ１艇をご使用頂いた早稲

田大学クルーが見事優勝されました！ この優勝はもちろん、選手やチームの

方々の努力の成果以外の何物でもありませんが、諸外国製の艇が凌ぎを削る中、

弊社艇をご選定頂きました事、またクルーの方からご好評も戴いての優勝、メ

ーカーとしては微力ながら貢献でき、喜ばしくまた誇らしく感じております。 

Ａ１艇は，完全国内生産艇というだけでなく、ご相談・ご要望に応じ、クルー

に合わせて細かな改造・オーダーメイドにも対応しております。交換パーツ供

給、故障・損傷時の即応性など、アフターサービス面でも特にすぐれています

ので、新艇の導入をご検討の際は、是非Ａ１艇も選定候補にお加えください！ 
 

●CROKER 社製スウィープオールのグリップ交換方法 
オールのグリップは、長期間の使用により摩耗や汚れが積み重なり、交換が必要になります。今回は少し知識とテクニックが必要

な、CROKER社のスウィープオールのグリップ交換方法を説明致します。 

① マスキング…グリップの位置決めと、余分な接着剤の付着を防ぐために行います。古いグリップのスリーブ側末端のシャフト    

部分にマスキングテープを貼ります。 

② 古いグリップの除去…カッターや紙やすり等で取り除きます。カーボンシャフトに傷をつけないよう、注意してください。 

③ 接着…耐水性のあるゴム用の接着剤を使用します（例：ボンドＧクリヤー）。新しいグリップとシャフトの両方にムラなく塗

ります。詳細はご使用になる接着剤の使用方法に従ってください。 

④ カット…グリップには必ず余分が出ます。グリップエンド、オーバーラップ部、マスキングで位置決めを行った部分をカット

します。オーバーラップ部は、重なり合った部分の中心に定規等を当てて切ってから、余分を除去するときれいに整います。 

※もちろん弊社でも交換を承っております。交換が難しそう＆ご面倒な場合は、お気軽にお問い合わせください！ 

mailto:kuwano@k-boat.co.jp

